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■出題のねらい
　本文は，スマートフォンのアプリを利用してフリーマーケットで買い物をするという
最近のトレンドについて紹介した英字新聞記事からの抜粋です。基本的な語彙力で読め
る文ですが，問われている部分の前後だけ読むのではなく，しっかり全体の文脈を捉え
ていないと正確に解答できない問題になっています。また，表中の英文は完全な文にな
っていませんが，表の項目の説明文ではよくみられるスタイルです。

■採点講評
　全体的に正答率は低く，どの問題も50％前後でした。最も低いのは 13  でしたが，
この問題のポイントは，「全体を示す名詞＋such as＋例になる名詞（の列挙）」という
語順が理解できているかどうかです。本文の内容との異同を見分ける（４）は，選択肢
②，⑥が正答です。⑤を選択した人が最も多く選択率は約50％でした。“at their own 
expense”「品物の送料は出品者が支払う」という最終段落の情報に気づくことが重要
です。

　出典　河合隼雄『これからの日本』、潮出版社、1999年
　近代医学では病や老いに対応できなくなっているという現状の中で、新たな医療が求め
られているという内容の文章です。文章が長いため、近代医学、医療、宗教について筆者
がどのように捉えているのかを把握しながら読み進めることが求められます。
問１【漢字問題】（解答番号 20 ～ 27 ）
　８問とも正答した受験者はいませんでした。正答を示しておきます。
　ａ駆除　ｂ確固　ｃ克服　ｄ精密　ｅたずさ　ｆ尊重　ｇ威力　ｈ教義
問２【空欄補充　文脈把握】（解答番号は 28 ・ 29 ）
　空欄 Ⅰ   は、近代医学と神や仏との関係が理解できていれば正答③が、空欄 Ⅱ   は、
医療についての筆者の考えが理解できていれば正答①が導き出せます。正答率はそれぞれ
78％、89％でした。
問３【空欄補充・文脈把握】（解答番号は 30 ～ 32 ）
　空欄 ア   の後に「この方法の確立」とあり、正答は⑤となります。空欄 イ   には近
代科学の特徴が入り、正答は②です。近代科学者が宗教を盲信・偽物と判断する根拠は

「非科学的であるかどうか」なので、空欄 ウ   の正答は④です。正答率はそれぞれ31％、
40％、80％でした。

■出題のねらい
　世界的に人気のけん玉に関する英文を読み，その背景や問題点，今後の課題ついて正
確に読みとることができるかどうかを問うています。全体の意味を捉え，個々の問題で
問われる情報を短い時間で正確に見つけ出す力も大切ですが，表面的な理解だけでは正
答にたどりつけない問題も出題しています。難易度の高い単語の意味も，文脈をしっか
り読み込むことによって推測できるはずです。論理的な考察力も重要なポイントです。

■採点講評
　英文の内容を概ね理解できている人が多かったです。半数以上の受験者が50％以上の
正答率でした。ただし，語彙力・文法力の差が明解に影響を与える問題もありました。
例えば 16  の正答は選択肢④の“over”ですが，時間と関係する前置詞“at”を選択
した人が40％もいました。また 18  で，選択肢③の“local”「各地域の」を和製英語の

「ローカルな」という意味で理解している人は，正答の④“rural”を選べていませんで
した。 24  の本文最終段落の専門家の意見の中にある“diversity”「多様性」という語
を理解できていない人は，選択肢④を選ぶ傾向がありました。内容理解に基づく問題で
は，選択肢が日本語か英語かにかかわらず，比較的高い正答率となっています。特
に 20  ， 21  は70％以上でした。

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ

■出題のねらい
　実際の脳科学研究に基づいた英文で，人間の脳がコンピューターに比べ，省エネルギ
ーなシステムを有していることが述べられています。単に機械的に語を並べ替えるので
はなく，前後の文脈を理解して，的確な文をつくれるようにすることが大切です。

■採点講評
　不可算名詞“energy”に付くのは選択肢①“much”のため， 27  は選択肢④ “many”
が不要です。 29  では選択肢④ “applied to”の扱いに困った人が多かったようで，こ
れを不要とした33%の人が不正答でした。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。
　１）①much　③energy　②did　⑤each of them
　２）⑤although　①we can　④suff er　②from
　３）③could　⑤be　④applied to　②various technologies

Ⅴ

一般入試前期Ｂ日程

国語

　出典　多田道太郎『しぐさの日本文化』、講談社、2014年
　『しぐさの日本文化』に収められる「寝ころび」からの出題です。寝ころぶことが日本
でどのように捉えられているかということを、地域的なことや歴史的なこととも関連させ
て述べています。古めかしい表現もありますが、決して難しい文章ではありません。
問１【漢字の書き取り問題】（解答番号 １ ～ ７ ）
　漢字の書き取りはわかりやすい字で書く必要があります。一画を大事に扱うようにしま
しょう。
問２【空欄補充】（解答番号 ８ ～ 10 ）
　空欄 Ⅰ   には評価と関連する③が正答です。空欄 Ⅱ   の後文に「妙なことに感心し
てしまった」と記されることから、ここも評価に関連する言葉が入ります。正答は⑧です。
空欄 Ⅲ   の正答は⑤です。
問３【空欄補充　内容理解】（解答番号 11 ）
　「寝ころぶ」ことが無警戒、普通の人にはできないと本文に記されています。前文まで
を踏まえれば、正答は③です。
問４【空欄補充　内容理解】（解答番号 12 ・ 13 ）
　物ぐさ太郎は寝ているだけなので空欄 Ⅴ   の正答は②です。空欄 Ⅵ   の直後に対極
的形態とあります。②の対極は⑦活躍です。①英雄も入る可能性がありますが，その後に
ある「形態」とはいえません。さらに、空欄の１行前に「物ぐさ太郎と西郷隆盛という二
つの～」とあります。文の流れからすると空欄 Ⅴ   には物ぐさ太郎に関すること，空
欄 Ⅵ   には西郷隆盛に関する言葉が入ります。
問５【空欄補充　内容理解】（解答番号 14 ）
　空欄 甲   を含む前後には、いわゆる本音と建前が書かれています。機械に合わせてい
るという現実に対して空欄 甲   があるということです。正答は⑥です。正答率は36％で
した。
問６【空欄補充　内容理解】（解答番号 15 ）
　後文がヒントです。動作に移りにくいということにつながる慣用句を選ぶと⑥が正答と
なります。
問７【傍線部の説明　文脈理解】（解答番号 16 ）
　「寝ころぶ」ことの評価をどうするかということです。冒頭３段落の内容を踏まえると
正答は①です。

問８【傍線部の説明　文脈理解】（解答番号 17 ）
　正答は⑤です。①その効果を認識し、②熟知し、③寝ころびが警戒を示す姿勢～逆手に
とって、④会談に有効であるという意外性、⑥小説は問題とは関係がない、以上の点が間
違いです。正答率は44％でした。
問９【傍線部の理由説明　文脈把握】（解答番号 18 ）
　傍線部を一言加えて丁寧に見ると、本読む時に机に向かう必要があるのは錯覚であると
いうことです。錯覚の理由として筆者は歴史的事実を引き合いに出している。この経緯を
押さえれば正答は④です。正答率は49％でした。
問10【内容合致】（解答番号 19 ）
　正答は②・⑥です。①転換させている、③仏書は本文にない、④誰もが考えてこなかっ
たことである、⑤寝ころぶことが人間にとって考える上での最も合理的な姿勢であること、
⑦「かつて」が間違い（現代の話）、⑧来客者に対して気配りができることが人気の理由
とは異なる、以上がそれぞれの選択肢の間違い個所です。
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■出題のねらい
　本文は，スマートフォンのアプリを利用してフリーマーケットで買い物をするという
最近のトレンドについて紹介した英字新聞記事からの抜粋です。基本的な語彙力で読め
る文ですが，問われている部分の前後だけ読むのではなく，しっかり全体の文脈を捉え
ていないと正確に解答できない問題になっています。また，表中の英文は完全な文にな
っていませんが，表の項目の説明文ではよくみられるスタイルです。

■採点講評
　全体的に正答率は低く，どの問題も50％前後でした。最も低いのは 13  でしたが，
この問題のポイントは，「全体を示す名詞＋such as＋例になる名詞（の列挙）」という
語順が理解できているかどうかです。本文の内容との異同を見分ける（４）は，選択肢
②，⑥が正答です。⑤を選択した人が最も多く選択率は約50％でした。“at their own 
expense”「品物の送料は出品者が支払う」という最終段落の情報に気づくことが重要
です。

　出典　河合隼雄『これからの日本』、潮出版社、1999年
　近代医学では病や老いに対応できなくなっているという現状の中で、新たな医療が求め
られているという内容の文章です。文章が長いため、近代医学、医療、宗教について筆者
がどのように捉えているのかを把握しながら読み進めることが求められます。
問１【漢字問題】（解答番号 20 ～ 27 ）
　８問とも正答した受験者はいませんでした。正答を示しておきます。
　ａ駆除　ｂ確固　ｃ克服　ｄ精密　ｅたずさ　ｆ尊重　ｇ威力　ｈ教義
問２【空欄補充　文脈把握】（解答番号は 28 ・ 29 ）
　空欄 Ⅰ   は、近代医学と神や仏との関係が理解できていれば正答③が、空欄 Ⅱ   は、
医療についての筆者の考えが理解できていれば正答①が導き出せます。正答率はそれぞれ
78％、89％でした。
問３【空欄補充・文脈把握】（解答番号は 30 ～ 32 ）
　空欄 ア   の後に「この方法の確立」とあり、正答は⑤となります。空欄 イ   には近
代科学の特徴が入り、正答は②です。近代科学者が宗教を盲信・偽物と判断する根拠は

「非科学的であるかどうか」なので、空欄 ウ   の正答は④です。正答率はそれぞれ31％、
40％、80％でした。

■出題のねらい
　世界的に人気のけん玉に関する英文を読み，その背景や問題点，今後の課題ついて正
確に読みとることができるかどうかを問うています。全体の意味を捉え，個々の問題で
問われる情報を短い時間で正確に見つけ出す力も大切ですが，表面的な理解だけでは正
答にたどりつけない問題も出題しています。難易度の高い単語の意味も，文脈をしっか
り読み込むことによって推測できるはずです。論理的な考察力も重要なポイントです。

■採点講評
　英文の内容を概ね理解できている人が多かったです。半数以上の受験者が50％以上の
正答率でした。ただし，語彙力・文法力の差が明解に影響を与える問題もありました。
例えば 16  の正答は選択肢④の“over”ですが，時間と関係する前置詞“at”を選択
した人が40％もいました。また 18  で，選択肢③の“local”「各地域の」を和製英語の

「ローカルな」という意味で理解している人は，正答の④“rural”を選べていませんで
した。 24  の本文最終段落の専門家の意見の中にある“diversity”「多様性」という語
を理解できていない人は，選択肢④を選ぶ傾向がありました。内容理解に基づく問題で
は，選択肢が日本語か英語かにかかわらず，比較的高い正答率となっています。特
に 20  ， 21  は70％以上でした。

Ⅲ
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Ⅳ

■出題のねらい
　実際の脳科学研究に基づいた英文で，人間の脳がコンピューターに比べ，省エネルギ
ーなシステムを有していることが述べられています。単に機械的に語を並べ替えるので
はなく，前後の文脈を理解して，的確な文をつくれるようにすることが大切です。

■採点講評
　不可算名詞“energy”に付くのは選択肢①“much”のため， 27  は選択肢④ “many”
が不要です。 29  では選択肢④ “applied to”の扱いに困った人が多かったようで，こ
れを不要とした33%の人が不正答でした。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。
　１）①much　③energy　②did　⑤each of them
　２）⑤although　①we can　④suff er　②from
　３）③could　⑤be　④applied to　②various technologies

Ⅴ

一般入試前期Ｂ日程

国語

　出典　多田道太郎『しぐさの日本文化』、講談社、2014年
　『しぐさの日本文化』に収められる「寝ころび」からの出題です。寝ころぶことが日本
でどのように捉えられているかということを、地域的なことや歴史的なこととも関連させ
て述べています。古めかしい表現もありますが、決して難しい文章ではありません。
問１【漢字の書き取り問題】（解答番号 １ ～ ７ ）
　漢字の書き取りはわかりやすい字で書く必要があります。一画を大事に扱うようにしま
しょう。
問２【空欄補充】（解答番号 ８ ～ 10 ）
　空欄 Ⅰ   には評価と関連する③が正答です。空欄 Ⅱ   の後文に「妙なことに感心し
てしまった」と記されることから、ここも評価に関連する言葉が入ります。正答は⑧です。
空欄 Ⅲ   の正答は⑤です。
問３【空欄補充　内容理解】（解答番号 11 ）
　「寝ころぶ」ことが無警戒、普通の人にはできないと本文に記されています。前文まで
を踏まえれば、正答は③です。
問４【空欄補充　内容理解】（解答番号 12 ・ 13 ）
　物ぐさ太郎は寝ているだけなので空欄 Ⅴ   の正答は②です。空欄 Ⅵ   の直後に対極
的形態とあります。②の対極は⑦活躍です。①英雄も入る可能性がありますが，その後に
ある「形態」とはいえません。さらに、空欄の１行前に「物ぐさ太郎と西郷隆盛という二
つの～」とあります。文の流れからすると空欄 Ⅴ   には物ぐさ太郎に関すること，空
欄 Ⅵ   には西郷隆盛に関する言葉が入ります。
問５【空欄補充　内容理解】（解答番号 14 ）
　空欄 甲   を含む前後には、いわゆる本音と建前が書かれています。機械に合わせてい
るという現実に対して空欄 甲   があるということです。正答は⑥です。正答率は36％で
した。
問６【空欄補充　内容理解】（解答番号 15 ）
　後文がヒントです。動作に移りにくいということにつながる慣用句を選ぶと⑥が正答と
なります。
問７【傍線部の説明　文脈理解】（解答番号 16 ）
　「寝ころぶ」ことの評価をどうするかということです。冒頭３段落の内容を踏まえると
正答は①です。

問８【傍線部の説明　文脈理解】（解答番号 17 ）
　正答は⑤です。①その効果を認識し、②熟知し、③寝ころびが警戒を示す姿勢～逆手に
とって、④会談に有効であるという意外性、⑥小説は問題とは関係がない、以上の点が間
違いです。正答率は44％でした。
問９【傍線部の理由説明　文脈把握】（解答番号 18 ）
　傍線部を一言加えて丁寧に見ると、本読む時に机に向かう必要があるのは錯覚であると
いうことです。錯覚の理由として筆者は歴史的事実を引き合いに出している。この経緯を
押さえれば正答は④です。正答率は49％でした。
問10【内容合致】（解答番号 19 ）
　正答は②・⑥です。①転換させている、③仏書は本文にない、④誰もが考えてこなかっ
たことである、⑤寝ころぶことが人間にとって考える上での最も合理的な姿勢であること、
⑦「かつて」が間違い（現代の話）、⑧来客者に対して気配りができることが人気の理由
とは異なる、以上がそれぞれの選択肢の間違い個所です。
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一般入試後期日程

数学

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂの内容から，因数定理，複素数，三角関数，確率を選
んで基本的な知識と計算力を問いました。

■採点講評
　いずれも基本的な問題ですが，正答するのに苦労した人が多かったようです。
　（１）　空所 イ  の出来が最もよくありませんでした。因数定理の典型的な問題ですの

で，確実に理解しておきましょう。
　（２）　約半分の人が何らかの計算ミスで，正答にたどりついていませんでした。根号を

含む式の場合も同様の計算がよくでてきますので，練習しておきましょう。
　（３）　多くの人ができていましたが，空所 カ  で　 πから空所 オ  を引くのを忘れ

た解答が見受けられました。また，典型的な角度とその三角関数の値は基本です。
しっかり覚えておきましょう。

　（４）　空所 ク  で　 という解答が多く見受けられました。条件を正しく理解できな
かったようです。硬貨の裏表の出方は全部で32通りです。条件を満たす出方をリス
トアップしても正答は容易に得ることができました。

■出題のねらい
　数学Ｂの内容から正四面体を用いて，ベクトルの基本的な知識，計算力を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。要求されている内容を注意深く確認し，正答に解答してく

ださい。
　（２）　概ねできていましたが，ベクトルの合成操作の失敗や計算間違いによって正答に

たどりつけていない解答が複数見受けられました。穴埋め形式の問題であっても，
途中を省略せずに丁寧な導出を心掛けてください。

　（３）　平面ＯＢＣ上のベクトルが b→と c→のみで表されることに気づいた人は，正答に
たどりついていました。正答率は（１），（２）に比べて高くありませんでした。

Ⅰ

Ⅱ

問４【空欄補充　文脈把握】（解答番号は 33 ）
　心と体の切断を前提とする医学によって心身症が増加しているという、この段落の内容
から考えると、正答は③です。正答率は67％でした。
問５【傍線部の理由説明　内容把握】（解答番号は 34 ）
　正答は④です。①は明らかに誤りです。②は、「宗教」が正しいことが立証されるわけ
ではないため誤りです。本来の宗教性から逸脱した方法をもって「癒し」を行おうとする
危険性は「宗教」について述べられていることなので、③も誤りです。「宗教に対抗する」
ことが目的ではないため、⑤は誤りです。正答率は58％でした。
問６【内容理解に関する問題】（解答番号は 35 ）
　「適当でないもの」が問われており、正答は③です。「宗教」によって「効果」が出たと
しても、近代医学の手法がないがしろにされるとは書かれておらず、④の内容は誤りです。
正答率は29％でした。
問７【内容理解に関する問題】（解答番号は 36 ）
　「適当でないもの」が問われており、正答は⑤です。「医療」においては観察者と現象と
の関係の存在を前提としなくてはならない、というのが筆者の主張であり、⑤の内容が本
文と合致しません。正答率は49％でした。
問８【小見出し補充】（解答番号は 37 ）
　筆者がこの章で問題にしているのは、科学が切断した「関係」をいかにして回復するか、
という問題であり、正答は②です。正答率は9％でした。
問９【内容合致】（解答番号は 38 ）
　正答は③・④です。①・②・⑥は明らかに誤りです。「効果」が発揮される宗教につい
て筆者は「気をつけねばならない」と述べており、⑤も誤りです。⑦は近代医学が「無力
になっている」の部分、⑧は「近代医学はいったん否定される必要がある」の部分が誤り
です。正答率（完答）は24％でした。

■出題のねらい
　三角関数を含む関数の微分積分に関する知識と理解を問いました。

■採点講評
　（１）　概ねよくできていましたが，cos x＝０をみていない誤答もありました。
　（２）　積の微分の際に符号を間違えている解答が散見されました。また， xの範囲に

入っていない値を解答している誤答も少なからずありました。
　（３）　増減表はよくできていましたが，三角関数のグラフと間違えて， x ＝　 で接線

の傾きが０となっているようにみえない解答が多かったです。
　（４）　絶対値記号を外さないまま積分をしようとした解答が多く見受けられました。

■出題のねらい
　対数関数を題材にして微分積分に関する知識と理解を問いました。

■採点講評
　総じてよくできていました。
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　概ねよくできていました。領域の間違いや計算ミスが気になりました。
　（４）　領域の間違いに加えて， x軸についての回転体と勘違いした解答や計算ミスが目

立ちました。

Ⅲ

Ⅳ

π
２

■出題のねらい
　数列に関する基本的な知識と応用力を問いました。

■採点講評
　（１）　数列の初項と公比を求める基本的な問題です。多くの人ができていました。
　（２）　等比数列の和を求める問題です。よくできていました。
　（３）　ある数列から別の数列をつくる問題です。対数が使われているために，少し難し

かったようです。十分に練習しておきましょう。

■出題のねらい
　２次関数に関して，方程式の解，不定積分，定積分についての計算力，基本概念の理解
度をみました。

■採点講評
　（１），（２）　よくできていましたが，実数解の個数について等号の有無などの不注意か

ら減点された解答や転記ミスなどによって間違った解答にたどりついているものも
複数ありました。

　（３）　積分の導出で苦労した人が多かったようです。できる限り多くの問題に取り組み，
正確な導出が行えるように練習を積んでおきましょう。

　（４）　F'（α）= F'（β）=０からF（ x ）が x =α，βで極値をとることを使えば見通しよ
く求解できます。日頃から基本事項の意味をよく理解しておきましょう。そして，
同じ問題を複数の方法で解いてみることも重要です。

Ⅴ

Ⅵ
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